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研究業績（20２５年 1 月～12 月）  

Ⅰ.著書 

桐原 由美 

編著者：近喰春子・茗井香保里、共著者：朴淳香・岩本圭子・志濃原亜美・桐原由美・宇佐

美かおる・田中卓也 他 全 16名 「保育内容「健康」と指導法 考える・広がる・つなが

る」 中央法規出版 2025年 3月 （第 10章：119‐131）  

 

長谷川 順子 

編者(加藤由美子、金光秀子、君羅満、不破眞佐子)執筆者(長谷川順子 ほか)：『給食経営管理 

テキスト』(第 6 版).株式会社学建書院,東京,2025;1-10,120-127,135-141 

 

Ⅱ.学術論文 

桐原 由美 

榊原剛（筆頭）、仲明子、桐原由美：「子どもとともに育つ保育者」を育てる授業実践の試み：

子どもとかかわる体験とカンファレンスの循環によるらせん型授業展開 保育者養成教育

研究 2025年 3月 第 9号 1－11  

 

長谷川 順子 

野村知恵子、長谷川順子：給食管理実習の検討(第 2 報)～食品構成表の試み～  

国際学院埼玉短期大学研究紀要 2025;54:17-28 

 

古木 竜太 

古木竜太、越智光輝、大野琴絵：表現系ゼミの協働によるオペレッタの実践報告．国際学院 

埼玉短期大学研究紀要 2025;29:43-54  

 

越智 光輝 

1）古木竜太・越智光輝・大野琴絵：表現系ゼミの協働によるオペレッタの実践報告．国際 

学院埼玉短期大学研究紀要 2025；54 号：29－43． 

2）越智光輝：保育者養成課程における授業改善を目的とした振り返り課題の修正効果に関 

する継続的検証―「音楽表現領域指導法」の授業における「学びのポイント」および「授業 

内容の活用」の学生の記入内容の分析―．国際学院埼玉短期大学研究紀要 2025；55 号： 

1－20． 

3）越智光輝：保育者養成校の学生のピアノ演奏における不安感について―1 年次前期開講 

科目の中間アンケートと終了時アンケートとの比較―．国際学院埼玉短期大学研究紀要 

 2025；55 号：21－31． 

 

 

国際学院埼玉短期大学研究紀要2026  

研究業績 
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東 敦子 

1）東敦子・藤尾未由希・黒田美穂：発達障害のある子どもを育てる親を対象としたオンラ 

インを用いた小集団プログラムの課題と将来性について．子育て研究 2025 年 3 月 実践・ 

調査報告 

2）佐藤牧子、東 敦子、大野琴絵 ：「クリエイティブ・リサイクルセンターKG」における 

取組み― 造形表現ゼミと特別支援保育ゼミにおける教育実践 ―. 国際学院埼玉短期大学 

研究紀要 2025;54-4 

3）川上雪子・東敦子 重度重複障害児の「特定の行動」に着目したコミュニケーション 

支援について〜肢体不自由特別支援学校の中での取り組み〜．日本臨床発達心理士会『臨床 

発達心理実践研究』第 20 巻 2 号 （pp.第 2 号 107-115） 2025 年 4 月 

 

大野 琴絵 

1）古木竜太、越智光輝、大野琴絵：表現系ゼミの協働によるオペレッタの実践報告. 国際 

学院埼玉短期大学研究紀要 2025;54-3 

2）佐藤牧子、東 敦子、大野琴絵 ：「クリエイティブ・リサイクルセンターKG」における 

取組み― 造形表現ゼミと特別支援保育ゼミにおける教育実践 ―. 国際学院埼玉短期大学 

研究紀要 2025;54-4 

 

石部 忠之 

ＩＣＴを活用した幼児教育の実践に向けて－タブレットＰＣを用いた幼児向け三択クイズ 

の制作－、 国際学院埼玉短期大学研究紀要、2025；55：32－39． 

 

佐藤 牧子 

1）佐藤牧子：「子どものつくる活動のエスノグラフィー ―Cクリエイティブ・アートラボ 

における小学生男児の事例―」. 美術教育学研究, 2025年 3月；57号：pp.105-112 

2）佐藤牧子：「多様な素材との関わり―小学生の造形活動―」. 日本美術教育研究論集, 2025 

年 3月；58号：pp.11-20. 

3）佐藤牧子, 東敦子, 大野琴絵：「「クリエイティブ・リサイクルセンターKG」における取 

組み ―造形表現ゼミと特別支援保育ゼミにおける教育実践―」. 国際学院埼玉短期大学研 

究紀要 2025年 3月； 54号：p.44-56. 

4）佐藤牧子, 引地貴子, 福島有貴：「松戸アートピクニック 2024「和紙ぞめで作る、カラフ 

ルフラッグ」」大学造形美術教育研究, 2025年 4月 23号：pp.48-53. 

5）佐藤牧子：「子どもの＜つくる＞諸相-小学 2年生 O君の「いちご」」. 子ども総合研究 

（大妻女子大学）, 2025年 9月；7号 
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相田 まり 

相田まり ：「東京サドベリースクールにおける実践の意義と課題―スタッフ・生徒・保護 

者へのインタビューから―」，『国際学院埼玉短期大学研究紀要』,2025 年、第 54 号、 

1-16 頁 

 

小笠原 忍 

小笠原忍・皆川泰代・山本淳一：無発語の自閉スペクトラム症幼児の母親に対するオンライ 

ン・ペアレント・トレーニングの検討―マンドとタクトの獲得―．行動分析学研究  

2025;39:103-112. 

 

野村 千恵子 

野村知恵子、長谷川順子：給食管理実習の検討(第 2 報)―食品構成表作成の試み― 

.国際学院埼玉短期大学第 54 号紀要 2025.3 P.17-28 

 

Ⅲ.講演－学会発表 

桐原 由美  

1）桐原由美（筆頭）、榊原剛、仲明子：「子どもとともに育つ保育者」を育てるカン 

ファレンスの試み(1)‐授業後のアンケートにみる個とグループの学び‐, 日本保育者 

養成教育学会第 9 回研究大会（於：鎌倉女子大学） 2025 年 3 月 110 

2）仲 明子（筆頭）、桐原由美：「子どもとともに育つ保育者」を育てるカンファ 

レンスの試み(2)‐個とグループの学びの循環によるらせん型授業展開‐ 

日本保育学会第 78 回大会（長野県立大学） 2025 年 5 月 571   

 

東 敦子  

1）東敦子：オンラインでのペアレント・プログラム ラウンドテーブル「自閉 

スペクトラム症のある子どもの保護者支援」話題提供：オンラインでのペアレント 

プログラム～包括的親支援モデルの提案～，第 36 回日本発達心理学会（明星大学）， 

2025 年 3 月 

2）東敦子：話題提供「特別支援教育における臨床発達心理士の活用支援～東京・ 

山梨支部における取組～」日本臨床発達心理士会第 21 回全国大会論文集 

（オンデマンド），2025 年 8～9 月 

3）東敦子：話題提供：ペアレントプログラムについて会員企画 実践発表「多様化 

する家族への支援における臨床発達心理学的視点とは」 企画：東敦子  

話題提供：東敦子・石暁怜・福丸由佳）日本臨床発達心理士会第 21 回全国大会 

論文集（オンデマンド），2025 年 8～9 月 
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Ⅳ.芸術・体育系分野における研究発表 

越智 光輝 

1）越智光輝・門倉美香他：目白台越智音楽教室発表会 vol.21．目白台越智音楽教室， 

銀座ヤマハコンサートサロン，東京，2025． 

 

2）門倉美香・越智光輝・田口裕：「華甲」門倉美香ピアノリサイタル．ヤマハ銀座店， 

銀座ヤマハコンサートサロン，東京，2025．  

3）大山加奈・門倉美香・越智光輝：令和 7 年度「教育訓練生講演会」． 

神奈川県職業能力開発協会，テアトルフォンテ（横浜市泉区民文化センター）， 

神奈川，2025． 

4）越智光輝・門岡明弥・今井聡美：親子コンサート．株式会社エムバディジャパン， 

Tokyo Innovation Base，東京，2025． 

5）門倉美香・越智光輝・大森たつし他：門倉ゼミ オータムコンサート．洗足学園音楽大学， 

洗足学園音楽大学前田ホール，神奈川，2025． 

6）門倉美香・越智光輝・山田州子他：門倉ゼミ ウインターコンサート．洗足学園音楽大学， 

洗足学園音楽大学シルバーマウンテン 2F ホール，神奈川，2025． 

 

佐藤 牧子 

1）村田訓吉, 金田卓也, Savina Tarsitano, 佐藤牧子, 実験体ムダイ, 森田一： 

「P3578 Earth heart art party」. 日本美術会第 78 回日本アンデパンダン展, 国立新美術 

館, 2025 年 3 月 19 日~3 月 31 日. 

2）佐藤牧子：「原初生命体のフォルム Form of the Primordial Life」. アートプロジェク 

ト「Heart for the Earth」の展覧会「LA VOCE DEI LUOGHI」, イタリア, 2025 年 6 月 

 

Ⅴ.電子メディア情報 

越智 光輝 

越智光輝・飯山満めぐ：中川李枝子「ねこのおんがえしより かみそりぎつね」． 

目白台越智音楽教室，銀座ヤマハコンサートサロン，東京，2025． 

https://www.youtube.com/watch?v=xxVZzupiUzM（2025//1/21 参照） 

 

Ⅵ.その他（テレビ出演・市民大学等の講師等） 

大野 博之 

大野博之：国際学院埼玉短期大学令和 7 年度第 1 回全体 FD・SD「Higher Education for  

All－全ての人々に高等教育を－」（2025.4） 

 

中村 敏男 

1）公開講座講師等「ペープサートで遊ぼう」（ペープサートの製作、遊び方の指導） 

さいたま市委託事業「大人も育つ！子育て講座:2025 年 9 月 
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2）中村敏男「痴漢防止啓発川柳」の入選作品選定。埼玉県警察本部（埼玉県警察本部 

鉄道警察隊からの依頼） 

 

鈴木 玉枝  

1）「個別的な相談指導の進め方」，さいたま市教育委員会，さいたま市，2025 年 7 月 25 日 

2） シンポジウム(座長)：「低栄養の診断とケアの新時代：GLIM 基準の実践と課題を多方面 

で考える」第 72 回日本栄養改善学会学術総会，日本栄養改善学会，東京都世田谷区， 

東京農業大学 世田谷キャンパス，2025 年 9 月 14 日 

3） セミナー(ファシリテーター)： 

今日の食事が、未来の健康をつくる！～人生 100 年時代を支える健康的な食習慣を学ぶ～ 

，関東農政局，さいたま市，2025 年 12 月 3 日 

 

古木竜太  

1）古木竜太、富重慶子：大学コンソーシアムさいたま加盟大学の公開講座「親子で参加 

こころ・からだ☆はずむダンスエクササイズ」．於：国際学院埼玉短期大学（2025.8.2）． 

2）古木竜太：誰でもできる楽しいダンスの指導．さいたま市立春岡小学校チャレンジ 

スクール．於：さいたま市立春岡小学校（2025.9.1／9.27）  

 

田中 祐作  

令和 6 年全国調理師養成施設協会共催 食育教室（お箸で楽しむ西洋料理） 

於：国際学院埼玉短期大学（2025.8.30）．  

 

富重 慶子  

古木竜太、富重慶子：大学コンソーシアムさいたま加盟大学の公開講座「親子で参加 

こころ・からだ☆はずむダンスエクササイズ」．於：国際学院埼玉短期大学（2025.8.2）． 

 

佐藤 牧子 

1) 佐藤牧子（造形表現ゼミ）：さいたま市見沼環境センターのオープニングセレモニー 

において、廃材の紙でつくった「ウエディングドレス」等の作品展示, みぬま環境セン 

ター, 2025 年 3 月 19 日〜現在に至る 

2) 佐藤牧子：幼保合同園内研修「新年度の課題出し（KJ 法）」. 学校法人千葉学園,  

足立しらゆり保育園, 2025年 4月 18日 

3）佐藤牧子：さいたま市委託公開講座『大人も育つ！子育て講座』「子どもの造形・ 

表現を生かすディスプレイ」. さいたま市, 国際学院埼玉短期大学, 2025 年 9 月 6 日 

4）佐藤牧子：認定食育士養成講座「食に関わる教材研究」. 国際学院埼玉短期大学, 

 2025 年 9 月 9 日,19 日 

5) 佐藤牧子：幼保合同園内研修「事例検討」. 学校法人千葉学園, 足立しらゆり保育園,  

2025年 9月 19日 
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6) 佐藤牧子（造形表現ゼミ）：『さいたま環境フェア 2025』にて学生ブースを担当,  

さいたま市環境局環境共生部環境総務課, さいたま新都心けやき広場, 2025 年 10 月 

18 日 

7) 佐藤牧子（造形表現ゼミ）：さいたま市見沼環境センターに学生の作品を展示. みぬ 

ま環境センター, 2025 年 11 月 17 日〜現在に至る 

8) 佐藤牧子：幼保合同園内研修「子どもの姿から考える保育のかたち」. 学校法人千葉学園,  

足立しらゆり保育園, 2026年 1月 23日 
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Original paper
Changes in Knowledge and Interest in Disaster Food Support among Junior College

Students in a Dietitian Training Program: Evaluation of an Educational Intervention

in “Clinical Nutrition Practicum II”
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An Attempt at Interdisciplinary Collaboration in Childcare Practicum Courses 
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